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2020 年 10 月９日 

各      位 

株 式 会 社 Ｃ Ａ Ｉ Ｃ Ａ 

代表取締役社長    鈴木 伸 

（ＪＡＳＤＡＱ：２３１５） 

問合せ先：           

代表取締役副社長  山口 健治 

℡ 0 3 - 5 6 5 7 - 3 0 0 0（代表） 

 

2020 年 10 月期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向をふまえ、2020年６月12日に公表した2020年10月期連結業績予想を修正いたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。なお、本日付で「中期経営計画 ＩＴ金融の更なる深化に向

けて」を開示しましたので併せてご参照ください。 

 

記 

 

１．2020 年 10 月期連結業績予想値の修正（2019 年 11 月１日～2020 年 10 月 31 日） 

 売上高 

 

 

百万円 

営業利益 

 

 

百万円 

経常利益 

 

 

百万円 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

百万円 

１株当たり 

当期純利益 

 

円 銭 

前回発表予想（A） 6,567 △109 △226 146 0 40 

今回修正予想（B） 5,903 △702 △954 △563 △1 44 

増減額（B-A） △664 △593 △728 △709 ― 

増減率（%） △10.1 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2019 年 10 月期） 7,600 △615 △1,111 △1,753 △4 86 

 

２．業績予想修正の主な理由 

当社は2020年６月12日付「2020年10月期連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて、新型コロナウィ

ルスの感染拡大による業績への影響及び連結子会社であった株式会社クシムの連結除外による影響等を

ふまえた2020年10月期連結業績予想を開示いたしました。当時は、経済活動が早期に再開に向かう想定の

もと業績予想を策定しておりましたが、これまでの業績動向をふまえ、新型コロナウィルスの収束時期な

ど不透明な状況ではありますが、現時点で入手可能な情報に基づき、新たに算定した2020年10月期連結業

績予想を開示することといたしました。なお、本日付で「中期経営計画 ＩＴ金融の更なる深化に向け

て」を開示しましたので併せてご参照ください。 

 

売上高の減少は、第４四半期で計上を見込んでいたシステム開発案件及び暗号資産交換所システムの

パッケージ販売が新型コロナウイルスの影響により先送りになったことに加え、ｅワラント証券でリス

ク管理の強化としてリスク及びリターンの大きい商品の販売抑制を継続していることによる売上高の減

少が継続している状況や新商品の販売がずれ込んだこと等をふまえ、前回発表時より保守的に見積もっ
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た事等によるものです。 

連結営業利益の減少は主に売上高の減少によるもので、連結経常利益の減少は売上高の減少に加え、持

分法投資損失の計上等によるものです。親会社株主に帰属する当期純利益の減少は関係会社株式売却益

を計上したものの連結経常利益の減少を補えなかったこと等によるものです。 

セグメントごとの業績見通しは以下のとおりです。（連結調整未反映） 

 情報サービス事業においては、既存のシステム開発は概ね予定どおり推移しているものの、新規のシス

テム開発案件は、当社の想定を超えて顧客側の案件見合わせ傾向が継続しており、第４四半期で計上見込

みであった売上高が減少する見通しであります。これらの結果、情報サービス事業における通期売上高は

4,902百万円（前回予想比43百万円減）、通期セグメント利益は△134百万円（前回予想比211百万円減）

を見込んでおります。なお、新事業であるテレワーク及び情報セキュリティ関連の案件は引き続き問い合

わせも多くあり、来期以降の業績に寄与する見通しです。 

暗号資産関連事業においては、第４四半期で計上を見込んでおりました、暗号資産交換所トータルソリ

ューションの外販が、営業先の新規投資の見合わせにより前回発表時より減少すると見通しであります。

一方、株式会社フィスコ仮想通貨取引所における暗号資産交換所「Zaif Exchange」向けの案件の受注は

活発であり、暗号資産交換所トータルソリューションの売上減少分を一定量補うものと見込んでおりま

す。これらの結果、暗号資産関連事業における通期売上高は 268 百万円（前回予想比 210 百万円減）、通

期セグメント利益は△146 百万円（前回予想比 123 百万円減）を見込んでおります。 

金融商品取引事業における売上高（トレーディング収益）は、新型コロナウィルスの影響を受けた第２

四半期からは回復傾向にありますが、金融市場の大きな変動を受け、リスク管理及び管理体制等の見直し

を行った結果、リスク及びリターンの大きい商品の販売抑制を継続した結果、売上予想を下回っているこ

とや新商品の販売がずれ込んだこと等から、前回の発表よりもさらに保守的な見通しとすることといた

しました。これらの結果、金融商品取引事業における通期売上高は 174 百万円（前回予想比 336 百万円

減）、通期セグメント利益は△414 百万円（前回予想比 275 百万円減）を見込んでおります。 

HR テクノロジー事業は、前回発表のとおり株式会社クシムの株式を売却したことから、2020 年４月ま

での６ヶ月分の反映となっております。これらの結果、HR テクノロジー事業における通期売上高は 881

百万円（前回予想と変わらず）、通期セグメント利益は△18 百万円（前回予想と変わらず）を見込んで

おります。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


